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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

○ ○ ○

やや良く
なっている

商店街（代表
者）

単価の動き ・中心部でイベントが集中して行われたため、観光客
や家族連れが多く訪れ、単価も上向きであった。

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・今月は観光客や帰省客が例年より多く感じられる
が、前年との比較では横ばいでの推移となっている。
一方で、単価はやや高めで推移しており、全体として
はやや良くなっている。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・相変わらず売上不振が続いているが、７月、８月と
販売量は少しずつ増えている。３か月前と比較する
と、８月の売上は６％ほど増えており、前年比でも
101％とやや上向いている。

スーパー（企画
担当）

単価の動き ・半年以上にわたり、既存店の売上が前年実績を上
回っている。ただし、そのような状況であるにもかか
わらず、景況感に乏しいという実感もある。

衣料品専門店
（店長）

単価の動き ・客の買上点数はやや減っているものの、客単価が上
昇しており、全体としてはやや良くなっている。

家電量販店（経
営者）

販売量の動き ・地上デジタル放送の開始間近でテレビ、ＤＶＤレ
コーダーなどのデジタル商品が好調である。

家電量販店（店
員）

それ以外 ・８月後半の猛暑の影響で、エアコンや冷蔵庫などの
動きが良かった。

住関連専門店
（従業員）

販売量の動き ・夏物商品が一気に動き出した。

高級レストラン
（スタッフ）

販売量の動き ・夏のオンシーズンでもあり、利用客が増加した。宿
泊客は地域内のホテル増加の影響で減少したものの、
地元客による利用が増加した。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・個人旅行の動きが良い。特に９月の海外旅行の受注
量は前年比120％で推移している。

その他サービス
の動向を把握で
きる者

来客数の動き ・利用客数が４か月ぶりに前年実績を上回った。

変わらない 商店街（代表
者）

お客様の様子 ・例年にないほど、真夏日の続いた月であったが、衣
料品では夏物の商機が過ぎており、暑さによる売上の
伸びはみられなかった。また、飲食店では暑さのため
に逆に来客数が少なかった。業種や店により多少のば
らつきはあるものの、全体的に大きな変化はみられな
かった。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・暑さが続いたことで、夏物の最終バーゲンは順調な
動きをみせているが、消費が上向き傾向にあるとはま
だまだ言い難い。

商店街（代表
者）

単価の動き ・高温が続いたため、夏物の勢いが衰えず、ある程度
の売上は確保できたが、本来は中旬以降に動き出す秋
物の出足が鈍く、結果的に単価が低下した。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・暑さが続いているので、消費が落ち込むかと思った
が、意外と落ち込まず、これまで同様の傾向が続いて
いる。

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・８月の上旬から中旬にかけて真夏日が続き、夏物の
処分セールがスムーズに進んだため、状況としては良
かったが、下旬に入っても暑い日が続いたことで、秋
物の動きが良くない。

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・客の買上状況や人の流れをみても、状況は３か月前
とほとんど変わらない。

百貨店（販売促
進担当）

お客様の様子 ・道内では猛暑が続いた影響で、客の購買行動にも特
徴が出た。暑さ対策の商品を含め、盛夏物には動きが
みられるものの、衣料品は既に最終処分価格の段階で
あり、販売量が大きく増加しないと売上押上効果は低
い。一方で、中旬以降は秋物の立ち上がりで続々と商
品が入荷しているが、暑いため、早目に季節商材を購
入する上得意客以外はまだ様子見の段階である。

スーパー（役
員）

単価の動き ・既存店ベースの売上では前年比104％台をキープし
ている。６月の定率減税廃止に伴う購買意識の変化か
ら、一時期は客単価の落ち込みがみられたが、８月に
入ってからは単価が前年を上回ってきており、現状を
維持している。

家計
動向
関連



衣料品専門店
（店長）

販売量の動き ・展示会への来客数が減っており、売上も減少してい
る。

家電量販店（地
区統括部長）

販売量の動き ・例年よりも暑かったことの影響で、７月に極端に落
ち込んだエアコン、扇風機といった夏物商材の需要
が、予想以上に回復したが、競合激化の影響で、薄型
テレビや冷蔵庫等の大物家電の販売量が前年を下回っ
ている。トータルするとほぼ横ばいである。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・前年と比べて売上が１割ほど少ない。

乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・販売量が前年実績を確保できない。

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（経営
者）

販売量の動き ・石油製品の高騰により、１回当たりの購入量が少な
くなっている。

高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・ランチの来客数は前年並みであり、待ち時間がある
ため、帰ってしまう客も多い。ディナーは客単価が前
年比115％と上昇しており、売上も前年比107％と好調
である。全体では前年並みであった。

高級レストラン
（スタッフ）

お客様の様子 ・毎年、８月は不調であるが、今年は好天に恵まれた
ことで、ビアガーデンに客が流れ、来客数は前年比で
10％の減少となった。ディナーの売上は前年並みで
あったものの、ランチは主婦層を中心に来客数が減少
しており、売上は前年を15％下回った。前年まで特需
で沸いていた道東のある地区では、一部の高級料理を
出す店で前年並みの来客数を確保できたようである
が、全体としては来客数が30％ほど減少しているよう
である。

スナック（経営
者）

来客数の動き ・旭山動物園効果があり、色々なイベントも行われて
いることから、観光客の入込が順調であり、飲食店へ
の来客数も前年並みを維持している。

観光型ホテル
（スタッフ）

単価の動き ・原油高の影響による来客数の減少を補うために、価
格政策にシフトしたことにより、販売量は確保できた
ものの、繁忙期の単価が低下した。消費動向を注視し
ながら料金設定を行っており、あまり期待の持てない
状況となっている。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・秋の旅行シーズンに向けた販売も思うような動きが
なく、先行き不透明感が一杯である。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・先行受注状況をみると、目立って好転も悪化もして
いないが、どちらかというと低調なまま推移してい
る。

タクシー運転手 来客数の動き ・８月は例年より暑い日が多く、雨も少なかったの
で、タクシーの利用が昨年よりも減っている。特にお
盆の時期は、昼も夜もタクシーの利用が極端に少なく
なり、売上が大きく減っている。

タクシー運転手 販売量の動き ・８月は祭などの催し物がある時期であり、人出はそ
れなりにあるが、相変わらずタクシーを利用する客は
少なく、低空飛行を続けている状態である。

観光名所（役
員）

来客数の動き ・昨年と比べて気候が良いことから、観光客の入込が
増加するとみていたが、実際には昨年並みの来客数を
確保するのがやっとの状況である。

その他レジャー
施設（職員）

お客様の様子 ・リピーターの利用は堅調に推移しているものの、新
規利用者は短期間の利用で終了することが多く、なか
なかリピータとならない。

設計事務所（職
員）

お客様の様子 ・北海道の建設業界を支える民間分譲マンションの建
設価格が法令改正や建設資材の値上がりで高騰してお
り、着工が保留されるケースが増えている。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・ここ２年くらい、販売量がずっと低迷している状況
が続いている。かなりのじり貧状態にあり、とても良
い状態とは言えない。

やや悪く
なっている

スーパー（店
長）

販売量の動き ・既存店の売上が前月から3.8％増加している。部門
別の売上をみると、衣料品が前年比92.2％、住居用品
が前年比97.4％、食品が前年比98.0％、専門店が前年
比99.0％となっている。特に、衣料品は気温の高さが
逆風となり、秋物商戦の妨げとなっている。



スーパー（企画
担当）

お客様の様子 ・最近、店内のＡＴＭでの客待ち数が、以前よりも
減ってきており、定率減税の廃止や住民税のアップな
どが家計のマイナス要因として影響を与えているので
はないかと感じられる。

コンビニ（エリ
ア担当）

単価の動き ・来客数が前年並みにもかかわらず、客単価が前年を
下回っている。単価の低下はたばこのカートン販売や
飲食品等のケース販売の減少によるものであり、消費
を抑制しようとする傾向を感じる。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・月前半は気温が前年を大きく下回って推移したた
め、夏物商材を中心に低迷した。お盆の時期に前年並
みの気温となったが、来客数、客単価とも回復してお
らず、前半のマイナスが大きく影響している。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・お盆以降、天候は良いものの、来客数が伸びず売上
が低迷している。原油価格の高騰により、漁業関係者
も経費を削減しているとの話も聞いており、景況感の
悪さに拍車が掛かっている。

コンビニ（エリ
ア担当）

単価の動き ・お盆期間の猛暑で売上は一時回復したが、全体的に
は客単価が低下している。原油の高騰でレジャーに支
出した金額が増えたためか、特に給料日後の単価の低
下が目立っている。

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・団体ツアー客の動きが良くない。特に企業や団体の
ツアー客が少なくなってきている。旅行人員数の減少
分を上昇基調にある宿泊単価や売店等の付帯収入でカ
バーできなくなってきている。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・夏休み期間中の宿泊客数が思っていたよりも伸びな
かった。

美容室（経営
者）

来客数の動き ・以前よりも客の来店周期が長くなってきている。特
に年金生活者において、その傾向が顕著に出てきてい
る。

設計事務所（所
長）

競争相手の様子 ・しばらく続いた中国特需の影響にも慣れてきたとこ
ろであったが、最近の原油高の影響で様々な物の価格
が一段と上昇している。建築の場合、価格は複合的な
要因で決まっており、一気に変わることは少ないが、
じわじわとボディーブローのように効いてきている。

住宅販売会社
（経営者）

来客数の動き ・モデルハウスへの来場者が相変わらず少ない。

悪く
なっている

コンビニ（オー
ナー）

来客数の動き ・単価が低下していることに加えて、来客数が極端に
減ってきている。

その他専門店
［医薬品］（経
営者）

お客様の様子 ・猛暑という割には季節商材の動きが弱い。購入の優
先順位が低いようであり、店に立ち寄らない客が多す
ぎる。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

輸送業（経営
者）

取引先の様子 ・運輸関係では燃料の高騰が響いている面もあるが、
様々な合理化を図ったことで景況感が良くなっている
という印象を受ける。

変わらない 家具製造業（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・今年の夏は全国的な猛暑で百貨店などの客足が鈍っ
たことにより、売上が伸び悩んだ。

出版・印刷・同
関連産業（役
員）

受注価格や販売
価格の動き

・経済活動は活発になってきていると感じるが、中小
企業や不況の続いている業種では売上や利益が減少し
ており、勝ち組、負け組の差が大きくなっている。

金属製品製造業
（経営者）

取引先の様子 ・仕事の引き合いが少なく、受注量を確保できていな
い。また、原材料の価格が上がっているが、製品価格
に転嫁できない状況である。

輸送業（営業担
当）

取引先の様子 ・猛暑の影響で本州の牛が夏バテしており、乳量が落
ち込んでいる。また、過去２年間での生乳の生産調整
の影響もあり、ここにきて生乳が不足している。その
対策として、北海道の生乳を増加させようと、牛に飼
料を多く食べさせているため、飼料製品の輸送が好調
である。

金融業（企画担
当）

それ以外 ・設備投資は道外資本の大型工場新設が押し上げてい
る。企業収益は原材料価格の上昇で圧迫されている。
建設関連は公共工事の減少により厳しい。住宅投資は
貸家着工がピークを超え、減少基調となっている。個
人消費は所得環境の厳しさから弱含み、観光は旭山動
物園と来年のサミット効果で堅調に推移している。総
じて景気は横ばいで推移している。

企業
動向
関連



司法書士 取引先の様子 ・不動産関係、建設関係といずれも低調に推移してい
る。

その他非製造業
［鋼材卸売］
（従業員）

受注価格や販売
価格の動き

・低迷から抜け出せない状況が継続している。10月以
降持ち直す気配があるものの、客先の受注見通しも業
績改善につながるほど強くはない。

やや悪く
なっている

輸送業（支店
長）

受注量や販売量
の動き

・雑貨については、国内、輸入とも昨年並みの荷動き
を維持しているものの、鋼材・木材等の荷動きに停滞
感がある。

司法書士 受注量や販売量 ・建物新築工事が前年に比べて少なくなっている。
その他サービス
業［システムハ
ウス］（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・従来の価格設定ではなかなか受注が決まらない状況
にある。

悪く
なっている

－ － －

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

学校［大学］
（就職担当）

採用者数の動き ・採用内定者からの内定報告が順調に増えている。複
数の企業に内定している学生は、企業選択に戸惑って
いるようである。

変わらない 人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・求人ニーズは強含みではあるが、その多くは契約社
員、アルバイト等のルーチンな業務をこなす求人が多
いようである。スキルを要求される幹部の求人も確実
に存在しているが、採用後のミスマッチを最小限に抑
えるため、企業は採用に慎重であり、首都圏のような
売手市場になっているとは言い難い。

求人情報誌製作
会社（編集者）

それ以外 ・非正社員の求人が多いこともあって、求人の決定率
が上昇してこない。また、応募者のスキルによるミス
マッチが増加しているようである。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・有効求人倍率は５か月連続で前年を上回っている
が、７月の倍率は0.44倍と依然として低水準である。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は前年から3.4％の減少となっており、
新規求職者数は前年から2.2％の増加となった。ま
た、有効求人数は前年から4.6％の減少、有効求職者
数は前年から2.2％の増加となった。この結果、有効
求人倍率は0.47倍となった。新規求人に占めるパート
の割合は38.3％と大幅に増加しており、改善に向かっ
ているとは思えない。

やや悪く
なっている

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・飲食、小売、建設業などを始め、多くの業種で求人
数が前年を下回っている。好調な業種は、派遣業、
コールセンター、病院・介護など、依然として固定的
である。

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・地場シティホテルの閉館、スーパーや清涼飲料の工
場が閉鎖するなど、大量の離職者が発生する動きがあ
る。

悪く
なっている

－ － －

雇用
関連


